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１．動機および目的 

ホトケドジョウ Lefua echigonia は，環境省レッド

リスト 2020 において「 絶滅危惧ⅠB 類」に指定さ

れている希少種であり，種小名の echigonia は本種

の模式標本が新潟県長岡市のものであることに由

来している。このことから，ホトケドジョウは新

潟県と関係が深い魚であることが分かる。 

2021 年 8月に本校生物部は十日町市内でホトケ

ドジョウの生息を確認した。そのホトケドジョウ

の体表からは，大きな斑紋が確認できた「 図１左）。

一方，様々な図鑑に掲載されているホトケドジョ

ウの体表にそのような斑紋は確認できなかった

 図１右）。このことから十日町市に生息している

ホトケドジョウは他地域に生息しているホトケド

ジョウに比べ体表の斑紋が大きく，他地域に生息

しているホトケドジョウとは異なる集団なのでは

ないかという疑問を持った。 

そこで，我々は，上記のことを検証するために

体表の斑紋と形態の地域間比較および，集団の所

属を遺伝子レベルで調べてみることにした。 

 

２．方法 

標本の採集  新潟県の 11 地点，長野県の 3 地

点 図２）において，タモ網を用いてホトケドジ

ョウを採集した。また，十日町市にあるホームセ

ンターでホトケドジョウが 1 匹 680 円で販売され

ていた。十日町市で見つかったホトケドジョウが，

販売魚が流出し，定着したものでないことを確認

するためにサンプルに加え分析を行った。 

外部形態と斑紋の記録  採集してきた各地点，

全個体の背面・側面・腹面から写真撮影を行い，

体表斑紋の確認をした。５つの鰭の軟条数１）を目

視で計数した後，撮影した写真から外部形態 図

３）の計測を行った。 

遺伝子解析  遺伝子解析は PCR-RFLP法を採用

した２）。標本の右腹鰭を切除し，プロテイナーゼ

K および Lｙsis バッファーを用いて消化したのち，

エタノール沈殿を行うことによって全 DNA を抽 

「  

図１ 十日町市に生息している本種(左)と 

図鑑に掲載されている本種(右) 
十日町市に生息している本種の体表には大きな斑紋があり，

図鑑に掲載されている本種とは大きな違いが見られる。 

 
図２ 採集地点 

赤い丸で囲まれているのが発表の題名にも含まれている妻

有地域である。妻有地域とは十日町市と津南町をまとめた地

域を指す。 

 

出した。抽出した DNA は TE バッファーに溶解し

た。ミトコンドリア DNA のシトクロム b 遺伝子領

域を，PCR 法を用いて増幅し，得られた PCR 産物

を４つの制限酵素「 HaeⅢ・HhaⅠ・MspⅠ・RsaⅠ）を

用いて消化した。消化された DNA 断片をポリアク

リルアミドゲル電気泳動により分離し，マイトタ

イプ(ミトコンドリア DNA の型)を決定した。 

 

３．結果 

体表斑紋   体表斑紋の地域間比較を行った結

果，長野県の 3 地点および，津南町，十日町市，

ホームセンターで購入したホトケドジョウからは，

全個体で体表に斑紋が確認された。それに対し，

小千谷以北，上越妙高地域で採集したホトケドジ

ョウでは全個体で斑紋が確認できなかった。 

外部形態   ５つの鰭の軟条数および外部形態

についてそれぞれの平均値の比較を行った。分散

分析の結果，背鰭，胸鰭の軟条数および，頭長，

体高，「 背鰭前部長を腹鰭前部長で割った値」での

み，地点間で有意差が見られた(一元配置分散分析， 

P＜0.001) 図４）。 

PCR-RFLP 解析  Saka et al. (2003)は，日本国内

から 21 のマイトタイプを確認している。それに

照らし合わせた結果，今回調査を行った 14 地点

は南関東集団 CDEF），越後集団 AAAA），上越

集団(AAAB)の３つの集団に分けることができた

 図５）。また，購入魚は東北集団 BCAE）に属

していた。HaeⅢと HhaⅠでは長野県から妻有地

域，購入魚，新潟県の３つの断片パターンが見 

 
図３ 外部形態の測定部位３）  



 
図４ 有意差が見られた外部形態の地域間比較 

棒の高さは各地点の平均値を，誤差線は標準偏差を示す。 

 

られた。MspⅠでは，長野県から妻有地域と購入

魚・新潟県の２つの断片パターンが見られた。

RsaⅠでは長野県から妻有地域，購入魚，上越，

小千谷以北の４つの断片パターンを確認すること

ができた。長野県の木島平と新潟県の高田におけ

る RsaⅠの電気泳動像からは同一地点に２つの断

片パターンが見られた。 

 

４．考察 

３集団の特徴  今回調査を行った 14 地点から

は３つのマイトタイプが確認された。３つのマイ

トタイプは信濃川下流域および三面川水系の越後

集団，関川水系の上越集団，信濃川上流域 長野

県３地点および妻有地域の２地点）の南関東集団

であり，このことから新潟県には，３つの保全の

単位が存在していることが分かった 図６）。 

妻有地域の２集団ならびに長野県の３集団は，

信濃川水系において隣接して分布しており，全て

南関東集団に属していることが分かった。体表に 

 

 

 

 

図５ 各制限酵素の電気泳動像 

１番左の列は 100ｂｐラダーマーカーである。エチジウムブ

ロマイド染色後，トランスイルミネーターで視覚化し，写

真撮影した。 

 
図６ ３集団の特徴 

 

おいて南関東集団のみが大きな斑紋を持ってい

た。また，ホームセンターで販売されていたホト

ケドジョウは東北集団に属していた。このことか

ら，十日町の集団は販売されていた個体が流出し

たものでないことが分かった。長野県の木島平

と，新潟県の高田では同一集団内に２つのマイト

タイプが存在していたことから，過去に２集団が

接触した可能性が考えられる。 

鰭の条数と形態形質   分散分析で有意差が認

められたもの(背鰭，胸鰭の軟条数，頭長，体高， 

 背鰭前部長を腹鰭前部長で割った値」)について

Turkey の多重比較をおこなった。どの地点間で有

意差が見られるのかはわかったが，形態形質の違

いとマイトタイプの違いは一致していなかった。

このことから，形態形質の違いは，それぞれの地

点で独自に進化したものなのかもしれない。 

課題と今後の計画   本校生物部が十日町市で

発見したホトケドジョウの生息地は，令和６年度

に圃場整備される。十日町市の生息地は南関東集

団の北限の地だと考えられるので 保全の単位」

として極めて重要であると考えられる。残念な事

に，私たちの力で工事を止めることはできないた

め，工事開始までに「 生息域外保全」４）を検討し

なければならないと考えている。 
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